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研究背景・研究目的
近年、対面授業、遠隔授業、ハイフレックス型授業などのハイブリッドな授業形態が広まった。それに伴い、これらのハ

イブリッドな授業形態に合わせた授業支援システム「サポちゃん」を開発している。これはプログラミング系の科目で使

用されるシステムである。プログラミングの授業では、講義中に受講生がPCを用いて演習問題を解く時間がある。受講生

が演習チェック依頼をして、演習担当者が演習チェックを行い、それに対して結果を返す。演習担当者とは、本研究にお

いて担当教員およびSA/TAのことである。「サポちゃん」はこの演習チェック依頼や演習チェックを電子化したシステム

である。従来のサポちゃんには、演習担当者・担当教員・受講生にとって利便性に課題が存在する。まず、演習担当者が

座席表を見た際に、受講生の演習状況の詳細が分からないこと、他の演習担当者が演習チェックした結果についての質問

へ対応しにくいことである。また、担当教員が演習チェック結果を成績処理に使用する際、時間が掛かる。さらに、受講

生が演習チェック結果のコメントの意図を読み取れなかった際に、担当者に確認しにくい。

サポちゃん2024の開発
本研究では、「サポちゃん 2024」を開発した。サポちゃん 2024 では、従来のサポちゃんの課題を解決するための機能

を追加した。担当教員が演習チェック結果を成績処理に使用する際、時間がかからないようにするため、演習結果の CSV 

ダウンロード機能を実装した。また、演習担当者が座席表を見た際に、受講生の演習状況の詳細が分かるようにするため、

座席表での演習状況の詳細確認機能を実装した。さらに、受講生が演習チェック結果のコメントの意図を読み取れなかっ

た際に、担当者へ確認しやすくするため、チェック結果コメントに対する質問機能を実装した。演習担当者にも演習

チェック結果についての質問へ対応しやすくするため、チェック結果コメントに対する質問対応機能を実装した。

評価実験・評価結果
本研究では、サポちゃん 2024 を授業で使用してもらい、評価実験を行った。受講生へのアンケートのうち、「チェック結
果コメントに対する質問機能を使用することで、チェック結果やチェック結果コメントに対する質問をしやすくなりました
か。」は5段階中4.8点（平均）、TA・SAへのアンケートのうち、「座席表画面に、完了した演習の問題数に加えて、受講
生が「演習チェック依頼中」や「質問中」という状態を表示するようにしました。従来と比べて、受講生の演習の進捗状況
が確認しやすくなりましたか。」は5段階中4.6点（平均）、「演習チェック結果のコメントに対する質問は、コメントを書
いた演習担当者だけに届くようになりました。チェック結果やチェック結果コメントへの質問対応がしやすくなりましたか。
」は5段階中5.0点（平均）という結果になった。これらのアンケートの結果から、本研究の目的は達成できた。
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